
シンポジウム

『新幹線を活かす地域づくり』

～オール九州からの視点と戦略～

高速交通体系としての新幹線は、我が国の国土形成に多大なる影響を与えてきました。
九州においても1975年の山陽新幹線の博多駅延伸、鹿児島ルートの2004年新八代駅～鹿児島中央駅間暫
定開業及び2011年の全線開業によって、全国各地との交流拡大が沿線各地の観光・経済・暮らしを大きく変えま
した。2022年秋には、西九州新幹線武雄温泉駅～長崎駅間が開業予定であり、九州における新幹線ネットワー
クは新たな局面に入ります。
本シンポジウムでは、新幹線を九州各地の地域・産業振興に繋げる戦略や方策について幅広い視点から議論し、
地域発の提案が活性化していく端緒となるよう模索します。

２０２１年12月13日（月） 14時～17時 [開場 13:30]

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 14:00 開会挨拶
九州商工会議所連合会 会長 谷川 浩道

（一社）九州経済連合会 副会長 柴戸 隆成

佐賀県商工会議所連合会 会長 陣内 芳博

長崎県商工会議所連合会 会長 宮脇 雅俊

１４：２０ 講 演

①「新幹線効果やまちづくりについて」

講師：（公財）九州経済調査協会 事業開発部長 岡野 秀之 氏

②「新幹線の延伸と地域振興」

講師：（一社）インフラ経営研究所 専務理事 小林 茂 氏

１５：３０ パネルディスカッション

コーディネーター：㈱MK総合研究所 代表取締役所長 幕 亮二 氏

パネリスト：（公財）九州経済調査協会 事業開発部長 岡野 秀之 氏

（一社）インフラ経営研究所 専務理事 小林 茂 氏

熊本県立美術館 参与 宮尾 千加子 氏

武雄商工会議所 会頭 溝上 邦治 氏

大村商工会議所 副会頭 時 忠之 氏

１７：００ 閉会

九州商工会議所連合会 ・ 一般社団法人九州経済連合会

定員 ２００名 参加無料

【先着順 （事前申込）】

画像提供：九州旅客鉄道株式会社

目 的

日 時

会 場 電気ビル みらいホール
福岡市中央区渡辺通2-1-82（電気ビル共創館４階）

主 催

※場合により、オンラインに変更することがございます。

※新型コロナ感染防止対策を講じています。

画像提供：九州旅客鉄道株式会社（一部加工しています）



《講演・パネリスト》

コーディネーター

申込方法 右記ＱＲコードからお申し込みください

申込〆切 ２０２１年１２月６日（月）【先着順 （事前申込）】

【プロフィール】
1991年早稲田大学大学院経済学研究科修了。同年、
㈱三菱総合研究所入社、国や自治体の政策や事業計画
策定、事前・事後評価業務に従事。集客・交流コンサル
ティングチームリーダー、空港民営化事業チームリー
ダーを経て、郷里の九州にＵターンし2018年独立起業。

株式会社ＭＫ総合研究所

代表取締役所長 幕 亮二 氏

お問い合わせ ：九州商工会議所連合会 TEL：092-441-1112／ （一社）九州経済連合会 TEL：092-７９１-４２７８

公益財団法人 九州経済調査協会事業開発部長 岡野 秀之 氏

【講演内容】
新幹線の開通は地域の経済環境に大きなインパクトをもたらします。特に、時間距離の短縮化がもたらす交流
機会や交流範囲の拡大によって、これまでになかった新たなチャンスが生まれます。全線開業から10年をむか
えた九州新幹線を例に挙げながら、①旅客流動、②企業活動、③観光・レジャー、④商業・まちづくりなどに与え
た影響を考察しつつ、西九州新幹線開業によるチャンスについて考えたいと思います。

【プロフィール】
1973年横浜市生まれ、北九州戸畑区育ち。九州大学大学院比較社会文化研究科修了。1997年財団法人九州経済調査協
会に入社。調査研究部研究主査、主任研究員、総務企画部次長、調査研究部次長、調査研究部長などを経て現職。専門は、地
域経済論、産業配置論、地域産業政策論。2014年～2016年版九州経済白書の総論を担当。

一般社団法人 インフラ経営研究所 専務理事 小林 茂 氏
【講演内容】
新幹線は1964年10月、前回の東京オリンピックに合わせて東海道新幹線が開業して以来57年になります。
今日では、北は北海道の新函館・北斗から九州の鹿児島中央までなど、実数で2,765㎞が開業しており、整備
新幹線も含めて新幹線は各地で地域振興に効果を及ぼしJR利益の大半を生み出し、並行在来線も多くが新幹
線開業前よりも活況を呈しています。

【プロフィール】
1973年4月北海道東北開発公庫入庫、東北支店次長(仙台市)、地域プロジェクト推進室長、調査部長、平成11年日本政策
投資銀行に移行後政策企画部長、中国支店長(広島市)、監事などを経て、北海道国際航空株式会社(現在のエア・ドゥ)代表取
締役、大平洋金属株式会社監査役などを歴任。現在、一般社団法人インフラ経営研究所専務理事、北海道小町村再生研究会
会長。

《パネリスト（順不同）》

【プロフィール】
株式会社大幸企画 代表取締役。
大村商工会議所 副会頭。
2019年7月、地元企業を中心に結成された「大村市新
幹線アクションプラン推進協議会」実施本部長に就任し、
新幹線を活かしたまちづくりの推進に向け活動中。

大村商工会議所

副会頭 時 忠之 氏 （株式会社大幸企画 代表取締役）

※申込いただいた個人情報は本シンポジウム以外の目的では使用しません。

コロナウイルス
感染拡大防止対策

●来場者に感染者が確認された場合など、必要に応じ個人情報（氏名・住所・連絡先）を保健所等の公的機関へ提供することが
ございますので、予めご了承ください。●発熱（３７．５度を目安）やせき、のどの痛みなどの風邪症状や体調不良のお客様は、
参加をお控えください。当日はスタッフが検温を行います。●マスク着用と手指消毒を行ってください。●会場内では来場者同
士が密集しないよう席を空けてご着席ください。 ●国のステージ３相当地域かつ“感染下降局面”でのまん延防止等重点措置
地域より来場される方は、受付時にワクチン接種証明等のご提示をお願いすることがございますので、予めご了承ください。

【プロフィール】
1982年九州大学法学部卒業。同年、熊本県庁入庁。
2014年商工観光労働部、商工労働局長、2015年環境
生活部政策審議官、2016年熊本県教育委員会教育長
を経て、2019年熊本県立美術館館長に就任。2021年
8月から熊本県立美術館参与、熊本県公安委員会委員、
国立大学法人熊本大学理事を務めるなど幅広く活躍し
ている。

熊本県立美術館

参与 宮尾 千加子 氏

【プロフィール】
昭和４８年(1973年)杵島信用金庫入庫、平成１５年
（2003年)理事長、平成２２年(2010年)合併により九
州ひぜん信用金庫理事長、平成２８年（2016年）から会
長に就任。平成１６年（2004年）から武雄商工会会議所
副会頭、平成２８年（2016年）から会頭に就任。

武雄商工会議所

会頭 溝上 邦治 氏 （九州ひぜん信用金庫 会長）


